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国直〜根瀬部をつなぐ

待望の宮古崎トンネルが開通 !!

　

令
和
４
年
３
月
27
日
正
午
、
主
要
地
方
道
名
瀬
瀬

戸
内
線
（
県
道
79
号
）
に
お
い
て
、
大
和
村
の
国
直

と
、
奄
美
市
の
根
瀬
部
を
結
ぶ
宮
古
崎
ト
ン
ネ
ル
が

開
通
し
ま
し
た
。
長
さ
は
２
，３
１
６
メ
ー
ト
ル
で
、

県
内
７
番
目
、
奄
美
大
島
内
で
は
網
野
子
ト
ン
ネ
ル
、

新
和
瀬
ト
ン
ネ
ル
に
次
い
で
３
番
目
の
長
さ
で
す
。

　

今
ま
で
の
経
路
は
、
全
長
5.2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
標

高
１
６
０
メ
ー
ト
ル
の
峠
越
え
や
急
カ
ー
ブ
が
あ
る

山
道
で
し
た
。
さ
ら
に
台
風
や
大
雨
な
ど
で
土
砂
崩

れ
が
多
く
、
通
勤
や
通
学
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
こ
と

で
安
心
、
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
と
名
瀬
へ
の
到
着
が
５

分
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
車
搬
送
時
間
も

短
く
な
り
救
え
る
命
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
ト
ン
ネ
ル
以
前
に
通
っ
て
い
た
道
路

は
国
立
公
園
エ
リ
ア
が
隣
接
し
て
お
り
、
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
ル
リ
カ
ケ
ス
な
ど
の
希
少
種
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
野

生
生
物
の
交
通
事
故
死
＝
ロ
ー
ド
キ
ル
が
減
る
と
い

っ
た
環
境
へ
の
良
い
影
響
も
あ
り
ま
す
。

宮
古
崎
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

開
通
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

　

開
通
当
日
の
午
前
中
、
ト
ン
ネ
ル
の
根
瀬
部
側

に
て
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
塩
田
康
一
知
事
や
安
田
市
長
、
伊
集

院
村
長
、
県
選
出
国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
、
島

内
の
関
係
者
な
ど
約
50
名
が
参
加
。
地
元
代
表
と

し
て
国
直
の
村
上
区
長
と
、
福
元
で
た
ん
か
ん
栽

培
を
行
う
根
瀬
部
の
大
海
区
長
も
列
席
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
報
道
陣
に
囲
ま
れ
る
中
、
安
全
祈
願

祭
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
開
き
が
華
や
か
に

行
わ
れ
、
車
や
バ
ス
で
通
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
て

祝
賀
会
を
開
催
。
工
事
経
過
報
告
や
工
事
関
係
者

へ
の
感
謝
状
贈
呈
も
行
い
、
待
望
の
ト
ン
ネ
ル
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。

トンネル延長	 2,316m

道路規格	 第 3種第 3級

設計速度	 50km/h

トンネル等級	 B 等級

掘削方法	 NATM工法

	 	 （発破掘削）

換気方式	 自然換気

地質	 	 四万十層群 

	 	 役勝ユニット

	 	 ：砂岩、頁岩
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開
通
に
先
立
ち
、３
月
20
日
に
国
直
公
民
館 

で「
宮

古
崎
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
う
根
瀬
部
町
内
会
と
国
直

集
落
と
の
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
市
か
ら
は
安
田
市
長
と
根
瀬
部
町
内
会
、
大

和
村
か
ら
は
伊
集
院
村
長
と
泉
副
村
長
、
国
直
集
落

住
民
の
25
名
程
度
が
参
加
。

　

本
来
な
ら
盛
大
に
行
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
す
も
も
ジ
ュ
ー
ス
で

乾
杯
。
短
時
間
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

根
瀬
部
の
大
海
町
内
会
長
は
「
棒
踊
り
は
か
つ
て

大
和
村
の
大
和
浜
か
ら
習
っ
た
も
の
。
共
演
を
希
望

し
て
い
る
」
と
語
り
、
国
直
の
村
上
区
長
は
「
祖
母

が
根
瀬
部
出
身
で
、
小
さ
い
頃
は
山
を
超
え
て
行
き

来
し
て
い
た
。
親
戚
も
多
い
」
と
お
互
い
の
親
近
感

を
表
現
し
ま
し
た
。

　

他
に
は
、
海
沿
い
で
の
夕
涼
み
文
化
や
、
防
波
堤

で
の
ビ
ー
ル
、
海
が
近
い
か
ら
声
が
大
き
い
な
ど
の

共
通
点
が
あ
る
と
い
っ
た
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た

後
、
お
互
い
に
記
念
品
を
贈
呈
。
終
始
和
や
か
な
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

 

今
後
、よ
り
一
層
の
交
流
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

国
直
＆
根
瀬
部
の
交
流
会
を
開
催

　

開
通
に
先
立
ち
、
３
月
15
日
に
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

車
が
正
面
衝
突
し
た
想
定
で
、
発
見
者
が
非
常
電

話
で
消
防
に
連
絡
。
大
和
村
か
ら
救
急
車
と
消
防
車
、

奄
美
市
か
ら
工
作
車
や
パ
ト
カ
ー
が
駆
け
つ
け
、
怪

我
人
の
搬
送
や
現
場
検
証
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
で
の
事
故
は
重
大
事
故
に
繋
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
一
定
の
速
度
で
走

る
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
、
車
間
距
離
を
あ
け

る
、
追
い
越
し
は
し
な
い
な
ど
気
を
つ
け
て
走
行
し

ま
し
ょ
う
。

ト
ン
ネ
ル
内
で
防
災
訓
練
を
実
施

①
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
で
後
続
車
に
停
車
を
合
図

②
非
常
駐
車
帯
に
停
車
す
る

③
非
常
電
話
で
消
防
、
ま
た
は
警
察
の
ボ
タ
ン
を

　

押
す

④
火
災
が
起
き
て
い
る
場
合
、
消
火
器
で
消
火
活
動

　

を
行
う
。
手
に
負
え
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は

　

避
難
す
る

　

か
つ
て
は
集
落
間
、
他
市
町
村
へ
は
急
峻
な
山
々

を
歩
い
て
超
え
る
陸
路
か
、
船
で
海
を
行
く
海
路
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た 

。
大
和
村
で
は
湯
湾
釜
か

ら
知
名
瀬
を
通
り
、
里
か
ら
「
ヤ
ン
ゴ
ビ
ラ
」
と
呼

ば
れ
る
峠
を
越
え
て
名
瀬
に
出
て
い
ま
し
た
が
、
湯

湾
釜
か
ら
歩
い
て
４
時
間
、
今
里
か
ら
は
10
時
間
以

上
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
奄
美
が
日
本
に
復
帰
し
た

１
９
５
３
（
Ｓ
28
）
年
以
降
、
村
で
は
ト
ン
ネ
ル
や

橋
が
整
備
さ
れ
、
少
し
ず
つ
安
全
で
快
適
な
道
が
つ

く
ら
れ
て
車
も
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

宮
古
崎
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
現
在
、
国
直
か
ら

名
瀬
永
田
町
ま
で
車
で
30
分
程
度
で
到
着
し
ま
す
。

歩
い
て
行
き
来
し
て
い
た
頃
と
比
べ
る
と
随
分
便

利
に
な
り
ま
し
た
。   

　

大
和
村
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
安
全
・
安
心
で
住

み
や
す
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。  

大
和
村
か
ら
名
瀬
へ
い
く 　

 

の
歴
史

宮古崎トンネル内は
車で約３分

ルート図

今までの峠越えは国直から根瀬部まで車で 11分
今後は村道と市道になり、トンネルが県道となる

湯湾釜から知名瀬
への山道

名瀬行きの里道オッコジビラ

濡れないように
服を脱いで渡っていた
知名瀬川上流

屋仁川に抜ける

ヤンゴビラへの道→

国直

湯湾釜

根瀬部

知名瀬

ト
ン
ネ
ル
内
で
事
故
を
発
見
し
た
ら
？

大
正
元
年        

今
里
〜
名
瀬
間
に
発
動
機
搭
載
の
定
期
船
（
ポ
ン
ポ
ン
船
）
が
運
行

昭
和
30
年
頃　

名
瀬
か
ら
里
ま
で
、
乗
合
ジ
ー
プ
が
運
行

昭
和
29
年　
　

根
瀬
部
〜
国
直
間
の
新
設
・
改
良
工
事
が
始
ま
る

昭
和
32
年        

県
道
工
事
に
よ
り
湯
湾
釜
〜
思
勝
間
で
車
の
走
行
が
可
能
と
な
り		

                    　

船
か
ら
陸
揚
げ
さ
れ
た
林
業
用
の
ト
ラ
ッ
ク
が
村
内
で
初
め
て
走
る

昭
和
35
年　
　

名
瀬
〜
大
和
浜
ま
で
の
県
道
が
開
通
、
盛
大
に
開
通
式
開
催

昭
和
36
年　

    

村
内
初
の
バ
ス
運
行
開
始　

名
瀬
か
ら
所
要
時
間
１
時
間
30
分

昭
和
38
年　

    

大
金
久
ま
で
バ
ス
開
通

昭
和
43
年　

    

名
瀬
〜
今
里
間
の
県
道
が
全
線
開
通
、
全
線
開
通
祝
賀
会
を
開
催

昭
和
45
年　

    

名
瀬
〜
今
里
間
に
バ
ス
開
通
、
村
内
全
集
落
に
歓
迎
ア
ー
チ
を
立
て
、

　

	
    　

村
民
総
出
で
日
の
丸
の
旗
を
ふ
り
歓
迎
。
今
里
小
で
祝
賀
会
を
開
催　

　

	
    　

名
瀬
か
ら
今
里
ま
で
所
要
時
間
２
時
間
35
分

昭
和
49
年        

建
設
大
臣
の
島
内
視
察
、「
奄
美
の
道
（
県
道
）
は
道
路
で
は
な
い
」	

                        

と
い
う
発
言
に
よ
り
舗
装
工
事
や
改
良
工
事
が
進
む

道

崖崩れが起きた湯湾釜～国直の県道
（昭和 54 年）

未舗装の湯湾釜の県道と田袋
（昭和 42 年）

出
典
：
村
史　

交
通
・
公
共
事
業
よ
り
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国直ウミガメ公園
で遊ぼうでぃ

　6 才～ゾーン
小学生も遊べる遊具。
トンネルすべり台は暗くてスリル感あり。 

３才～ 6 才ゾーン
中くらいの大きさの遊具。
幼児にぴったりの遊びができます。

0 才～ 3 才ゾーン
おままごとにぴったりウミガメハウス。
砂遊びもできます。

カメベンチ
なぜか直立するカメと海にしずむ夕日
をバックに写真をとってみよう！

point
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point
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point
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point
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point
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point
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point
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ベンチ
ゆっくり座って休けいできる。
木が育って木かげができる予定。

足元は砂
転んでもあんまり痛くないように
国直の白砂をひきました。

ステージ＆東屋
波の音をききながらほっと一息。
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橋
の
向
こ
う
に
駐
車
場
・
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
あ
り
ま
す

公園利用上のお願い

・ゴミは持ち帰りましょう

・ペットの散歩はリードをつけて、  フンは持ち帰りましょう

・公園を大切に使用してください

・キャンプ、花火、BBQ などはできません

国直海岸
長い白砂のビーチと青い海。
ウミガメが産卵に訪れるビーチです。
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0２
point

03

point

04

point

05

point
06

point

07
point
08

宮古崎まで
遊歩道あり

ます

３月 18 日、国直集落で整備を進めていた遊具施設がオープンしました。
これにより国直ウミガメ公園が晴れて完成！　幅広い年代のお子さん
が楽しめる遊具に、大人ものんびり過ごせるスペースも整備しました。
沢山の方に愛される施設になることを願っています。

担当者から一言

遊具の色合いは自然の景観になじ
むようなものを選びました。

家族連れでゆっくりできる施設に
なればとの思いから、０歳から遊
べる遊具を揃えています。国直は

海も夕日もきれいです。長く滞在してとことん楽しん
でもらえたらうれしいです。

企画観光課　藤村 雄樹
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シマ

子どもたちに旬の味を
　今シーズンのタンカン販売量は、市場、
ＪＡ、まほろば館、ふるさと納税返礼品とし
ての販売分を合わせて 34 トンでした。そん
な大和村の旬の味を楽しんでもらおうと、2
月 4 日、大和中学校、村内小学校４校にタン
カンを贈呈しました。
　生徒を代表し生徒会長の徳 冠汰さん、副会
長の佐藤 一花さんが受け取りました。佐藤
さんは「タンカンは大好き。こんな美味しい
ものがあることをたくさんの人に知ってほし
い」と話していました。
　贈呈に対し 2 月 17 日、大和小学校 6 年生
の古謝 勇真さんと脇田 勇心さんが来庁し、
大和小の児童が作成した感謝状を届けてくれ
ました。子どもたちが身近な美味しい農作物
を味わうことで農業に関心を持つことを期待
しています。

玉野農園タンカン金賞
　2021 年度奄美群島タンカン品評会で、玉
野公和さんが２Ｌ階級で金賞を獲得されまし
た。2 月 17 日、伊集院村長から賞状を伝達し、
記念品を贈呈しました。玉野さんは、就農し
て 8 年目。「福元地区の先輩農家に追いつこ
うと 10 年目までに金賞を取ることを目標と
していた。これからも福元地区のＰＲになる
ようにタンカンの肥培管理に努めたい」と喜
びと今後の抱負を述べられました。
　大和村産のタンカンは、5 年連続で入賞し
ており、そのうち 4 回が金賞と、近年その品
質が確立されています。これは生産者の皆様
のご努力が実っていることに他なりません。
大和村では、村の一大産物を支える農家の皆
さまへの各種助成を拡充していますので、奮
ってご利用ください。来シーズンも美味しい
タンカン、期待しています！

　3 月 7 日、大和村の学校給食で大和村の特
産品を使って考案された「大タンカツカレー」
が提供されました。考案者は大和小学校の新
村校長。「給食を楽しく、地元の食材を美味
しく食べられたら」と、大和村の冬の味覚、
福元ダイ

4 4

コンとタン
4 4

カンを使用したカレーを
提案されました。栄養教諭が試作を重ねたこ
のカレーには、ジャガイモの代わりに角切り
にしたダイコン、とろみ付けには玉ねぎの代
わりにすりおろしたダイコンが使用されてい
ます。隠し味は、タンカンマーマレードで、
甘味を足す役割も。
　大和小 3 年の枦山春守さんは「最初はカレ
ー味だけど、後からタンカンの香りがして美
味しい」と感想を聞かせてくれました。
　試食に訪れた伊集院村長と晨原教育長も美
味しいと太鼓判。「味もネーミングもいいの
でレトルトとして商品化の可能性も探りた
い」と期待を寄せていました。
　
　

新メニューに舌鼓

　まほろば保育園に農業集落排水事業東部地
区湯湾釜地区安全協議会（株式会社東海建設
工業・株式会社大和建設・奄美殖産株式会社・
株式会社心拓・有限会社大勇建設）からおも
ちゃと飛び出し注意の看板をいただきまし
た。
　また大棚保育所には有限会社高倉産業に園
庭の砂整備を行っていただきました。これら
は地域貢献の一環によるもので、園児達は大
喜び、笑顔いっぱいです。これからの保育に
役立てさせていただきます。

贈り物にニッコリ消防団に表彰
　３月６日、大和村防災センターにおいて令
和３年度消防表彰伝達式が行われました。
受章者は以下の通りです。

日本消防協会竿頭綬　大和村消防団
鹿児島県消防協会精績章　
　　　　　　　　　　第３分団　直島 秀治
鹿児島県知事表彰勤続章 (10 年勤続 )
　　　　　　　　　　第１分団　村上 京助
　　　　　　　　　　第４分団　國副 平剛
　　　　　　　　　　第４分団　重田 茂応
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シマ

　今回は、大和村の新しい観光事業者・塩見雅人

さんを紹介いたします。塩見さんご家族は海が好

きで、2020 年に大和村の津名久に移住されました。

昨年から ACtive-Amai（アクティブアマミ）とい

う屋号で、ナイトツアーやクルーズツアーを催行

しています。今年 3 月からは民泊も開始。「大和村

の海と山は生き物がたくさんいます。この素晴ら

しい環境を観光で来る方々にも知って欲しいです」

と意気込んでいます。子ども向けのビーチコーミ

ング（貝殻探し）教室も計画しているので、開催

の際はぜひご参加ください。

　さて、レンタカーの行き来も増えてきました。

まるごと大和村では、「SHARE THE ROAD（道を共

に使おう）」の標識を作り、山道などに設置しまし

た。車と自転車がお互いの立場を思いやり、道路

を共有し、野生動物にやさしい運転ができるよう

にと願っております。

日
本
一
ゆ
っ
く
り
で
き
る

　
　

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
村
を
め
ざ
し
て

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

　お子さんに新型コロナワクチンを接種させる

べきか悩まれている方、おられますよね。現時

点における客観的な事実をお伝えし、皆さんに

ご判断頂こうと思います。

　本邦でのデータは未だありません。米国疾病

予防管理センター（CDC）によると、現在の新

型コロナ（オミクロン株）流行時に、新型コロ

ナ疑いで救急外来を受診した 5 ～ 11 歳患者にお

ける陽性者の割合より、有効率 51% と発表して

います 1)。別の研究では、感染を防ぐ効果は 2

回接種後 2 週間以上たった段階で 31％でした 2)。

　副反応について、12 歳以上と比べると低く、

2 日ほどで収まります。心筋炎の頻度も大幅に

下がっていました。ニューヨーク州の解析では

2 回接種の発症予防効果は、接種から 1 か月を

超えると有効性はみられていません。

　これらの結果から、5 ～ 11 歳への 2 回接種に

よる発症予防効果の持続性は期待できませんが、

2 回接種で新型コロナに対する基礎免疫が強く

なることは示唆されます。重症化したら命にか

かわるおそれのある基礎疾患のある子どもたち

は積極的に接種が望まれます。

Vol. 35

文／小川 信

5 ～ 11 歳への
新型コロナワクチンについて

文／事務局　三田もも子

参考文献
1) https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/71/wr/mm7109e3.htm?s_cid=mm7109e3_x 
2) https://www.medrxiv.org/content/10.1101/2022.02.25.22271454v1
3) https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/71/wr/mm7111e1.htm?s_cid=mm7111e1_w
4) 鹿児島県医師会 FAX ニュース COVID-19 通信 vol. 77：西順一郎教授

卒園おめでとう！

寄贈カメラで盗掘防止
　３月９日、奄美地区郵便局長会大島東部会
よりセンサーカメラ３台が大和村に贈呈され
ました。郵便局長会の地域貢献の取組の一環
で、これまでに地方公共団体へ災害物品やス
ポーツ少年団大会の主催などを実施されてい
ます。今年は、世界自然遺産に登録されたこ
とから大和村にセンサーカメラを寄贈いただ
く運びとなりました。郵便局では、ポケット
ティッシュにロードキル対策のチラシをはさ
み配布するなど、啓発活動も行われています。
　寄贈を受け、伊集院村長は「ロードキル対
策や希少種の盗掘防止などに活用いたしま
す。郵便局長会の地域への想いを受け止め、
自然を守りながら持続可能な発展に向けて取
組を推進してまいります。」と感謝の言葉を
述べました。誠にありがとうございました！

新しい観光事業者をご紹介します

　３月 26 日、まほろば保育園の卒園式が行
われ、満 2 歳児のペンギン組の 8 名が参加し
ました。ペンギンの衣装に身を包み、朝の会
の様子やダンスを保護者らに披露。園児の愛
くるしい姿に、保護者からは笑みがこぼれて
いました。
　同日開催されたへき地保育所の合同修了式
には、大和保育所からは２名、大棚、名音保
育所からはそれぞれ４名が参加。もうすぐ一
年生とあって大きな声で保護者に歌を披露
し、保育証書の授与では、名前を呼ばれると
しっかりとした足取りで伊集院園長から証書
を受け取っていました。
　保護者にとっては、わが子の成長を目にし
誇らしく思うひと時だったことでしょう。卒
園児の皆さんの健やかなご成長をお祈りいた
します。
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知
●
住
民
税
務
課
よ
り

　

重
度
の
障
害
児
又
は
障
害
者
に
対
し
て
精

神
的
、
物
質
的
な
負
担
軽
減
の
一
助
と
し
て
手

当
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
支
給
要
件
】

●
障
害
児
福
祉
手
当

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有
す
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当

精
神
又
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
害
を
有

す
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20

歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
月
額
】

障
害
児
福
祉
手
当　

1
万
4
8
5
0
円

特
別
障
害
者
手
当　

2
万
7
3
0
0
円

【
支
払
時
期
】

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11
月

に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

◆
問
合
せ
先

大
島
支
庁
地
域
保
健
福
祉
課
地
域
支
援
係 

０
９
９
７
‐
５
７
‐
７
２
４
３

【
特
別
障
害
者
手
当
及
び

　
　
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て
】

【
令
和
4
年
全
国
戦
没
者
追
悼
式
参

列
遺
族
の
募
集
に
つ
い
て
】

　

３
月
と
４
月
は
進
学
や
転
勤
な
ど
で
住
居

が
変
わ
り
や
す
い
季
節
で
す
。
住
民
票
は
原

則
と
し
て
、
実
際
に
居
住
し
生
活
し
て
い
る

所
に
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
進
学
や
転

勤
な
ど
で
お
住
ま
い
が
変
わ
ら
れ
た
場
合
は

住
民
票
の
異
動
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
所
が
変
わ
る
と
電
気
・
ガ
ス
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等

の
住
所
変
更
も
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
忘
れ
ず
に
お
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

〈
手
続
き
場
所
の
例
〉

【
市
役
所
・
役
場
等
】

住
民
票
異
動
・
水
道
・
国
民
健
康
保
険
等
。

【
郵
便
局
】

新
住
所
へ
郵
便
を
転
送
す
る
場
合
。

【
各
事
業
者
】

電
気
・
ガ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
。

◆
問
合
せ
先　

住
民
税
務
課
住
民
係

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
2
７

【
住
民
票
の
異
動
に
つ
い
て
】

●
保
健
福
祉
課
よ
り

　

令
和
４
年
１
月
１
日
に
大
金
久
の
徳
裕
子
氏

が
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
大
和
村
で
は
人
権
擁
護
委
員
が
２
名

で
活
動
し
て
お
り
、
人
権
問
題
や
悩
み
事
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
と
12
月
は
特
設
人
権
相
談
所
も

開
設
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、お
悩
み
な
ど
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
和
村
人
権
擁
護
委
員

　

徳 

裕
子 

氏
（
大
金
久
）

　

森 
千
賀
子 

氏
（
大
和
浜
）

◆
問
合
せ
先　

住
民
税
務
課
住
民
係

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
2
７

【
大
和
村
人
権
擁
護
委
員
及
び

　
　
　
　
　
　
相
談
所
に
つ
い
て
】

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ

れ
る
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

◇
期
日 

令
和
4
年
8
月
15
日
（
月
）

◇
場
所 

日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

◇
対
象
者 

戦
没
者
の
遺
族
・
一
般
戦
災
死
没

者
（
空
襲
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
な
ど
）
の

遺
族

◇
申
込
期
間 

令
和
４
年
５
月
２
日
（
月
）
か

ら
５
月
31
日
（
火
）

◇
申
込
先 

大
和
村
住
民
税
務
課

詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

住
民
税
務
課

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
2
７

【
登
記
手
続
案
内
は
予
約
制
で
す
】

　

障
害
者
の
就
職
に
必
要
な
知
識
と
技
能
の

習
得
を
図
り
、
障
害
者
の
就
職
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
訓
練
生
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

【
訓
練
内
容
】

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

そ
の
他
独
自
の
就
労
支
援
講
座

【
訓
練
期
間
】
7
月
12
日
～
10
月
12
日

９
時
～
15
時
50
分
、
土
日
祝
日
は
休
み

【
訓
練
場
所
】

奄
美
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

住
所
：
奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
5
‐
6

【
特
典
】

・
授
業
料
は
無
料
（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

・
雇
用
保
険
受
給
の
方
は
訓
練
期
間
中
は
失

業
給
付
金
が
給
付
さ
れ
ま
す

【
応
募
資
格
】

障
害
の
あ
る
方
で
、
早
期
の
就
職
や
再
就
職

を
目
指
す
方
（
就
労
支
援
事
業
所
等
で
支
援

を
受
け
て
い
る
方
も
受
講
可
能
で
す
）。

【
募
集
期
間
】

令
和
4
年
４
月
18
日
～
6
月
3
日

◆
問
合
せ
先

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

電
話　

０
９
９
６
‐
４
４
‐
２
２
０
６

●
鹿
児
島
地
方
法
務
局
よ
り

●
産
業
振
興
課
よ
り

　

5
月
下
旬
か
ら
す
も
も
の
収
穫
が
始
ま
り
ま

す
。
湯
湾
釜
選
果
場
に
お
い
て
す
も
も
の
選
別

作
業
員
の
お
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

5

月
下
旬
か
ら
6
月
下
旬
の
約
１
か
月
間
で
選

別
、箱
詰
め
の
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
ま
た
は
合
同
会
社
ひ
ら

と
み
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者　

大
和
村
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

◆
問
合
せ
先　

産
業
振
興
課

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
2
７　

合
同
会
社
ひ
ら
と
み

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
2
6
0
0

【
す
も
も
選
果
作
業
員

　
　
　
　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ
】

●
企
画
観
光
課
よ
り

　

大
和
村
直
行
バ
ス
は
、
３
月
28
日
か
ら
宮

古
崎
ト
ン
ネ
ル
を
通
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、

運
行
時
間
が
５
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
運
行
時
刻
が
変
わ
り
ま
す
。

　

新
し
い
時
刻
表
は
、
各
家
庭
に
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
大
和
H
P

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

企
画
観
光
課

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
１
７

【
大
和
村
直
行
バ
ス
運
行
時
間
変
更

の
お
知
ら
せ
】

【
障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集
】

【
陸
海
空
自
衛
官
募
集
】

【
一
般
曹
候
補
生
】

◇
試
験
日 

令
和
4
年
５
月
22
日
（
日
）

◇
場
所 

鹿
児
島
県
大
島
支
庁

◇
受
付
期
間

　

3
月
1
日
（
火
）
～
５
月
10
日
（
火
）

◇
応
募
資
格 

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

（
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

◇
試
験
日　

筆
記
試
験 

令
和
4
年
６
月
４
日
（
土
）
～

11
日
（
土
）

口
述
検
査
・
身
体
検
査　

6
月
12
日
（
日
）

◇
場
所 

鹿
児
島
県
大
島
支
庁
、
奄
美
駐
屯
地

◇
受
付
期
間

　

４
月
1
日
（
金
）
～
６
月
３
日
（
金
）

◇
応
募
資
格 

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

（
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
）

◆
問
合
せ
先 

奄
美
大
島
駐
在
員
事
務
所

電
話 

０
９
９
7
‐
５
３
‐
9
１
０
３

●
防
衛
省
よ
り

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
で
は
、
ご
自
身
で
登

記
申
請
手
続
き
を
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
登

記
申
請
に
必
要
な
書
類
や
登
記
申
請
書
の
一

般
的
な
記
載
に
つ
い
て
説
明
す
る
登
記
手
続

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
登
記
手
続

案
内
は
「
予
約
制
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
さ
れ
る
際
は
、
事
前
に
電
話
等
に
よ
り

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
案
内
は
１

回
20
分
以
内
で
す
。
登
記
申
請
書
の
様
式
等

は
、
鹿
児
島
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
案
内
を
利
用

さ
れ
る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
様
式
を
確
認
い

た
だ
く
と
案
内
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

【
村
民
向
け
使
用
料
に
つ
い
て
】

●
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
よ
り

　

令
和
4
年
４
月
１
日
か
ら
、
奄
美
フ
ォ
レ

ス
ト
ポ
リ
ス
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
は
、
村
民
に
限
り
、
コ
ー
ス
利
用
料
が
無

料
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
の
際
に
は
、
コ
ー
ス
管
理
棟
に
無
人

の
受
付
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
付
を
行

う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
受
付

後
は
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
手
首
に
付
け
て
コ
ー

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

村
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
こ
れ
ま
で
通
り

5
0
0
円
で
す
。
無
人
受
付
に
あ
る
料
金

箱
に
料
金
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
宿
泊
施
設
利
用
料
に
つ
い
て
】

　

令
和
４
年
４
月
29
日
か
ら
、
宿
泊
施
設
の

基
本
利
用
料
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

◇
バ
ン
ガ
ロ
ー
大　

２
万
円

◇
バ
ン
ガ
ロ
ー
中　

１
万
円

◇
バ
ン
ガ
ロ
ー
小　

５
千
円

　

大
和
村
民
が
利
用
す
る
場
合
は
、
基
本
利

用
料
が
半
額
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
人
数

に
応
じ
た
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス　

電
話  

０
９
９
７
‐
５
８
‐
３
１
６
６

◆
問
合
せ
先
（
不
動
産
登
記
）　

奄
美
支
局

電
話  

０
９
９
7
‐
５
２
‐
０
３
８
３

◆
問
合
せ
先
（
会
社
・
法
人
登
記
）

法
人
登
記
部
門

電
話　

０
９
９
7
‐
５
２
‐
０
３
８
３
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表紙写真の紹介
トンネル開通に合わせて
通行しようと並ぶ車の
数々です。3分ちょっとで
根瀬部に着くなんて嬉し
いですね！　　

こせきの窓

人口 1426 人 （＋   5）
男 712 人 （＋   3）
女 714 人 （＋   2）
世帯 856 世帯 （＋   6）

　２月 28 日現在
（前年同月比）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す 

福
山 

良
平
さ
ん
（
名
音
）

熊
副 

恵
理
香
さ
ん
（
奄
美
市
）

福
山 

勇
成
さ
ん
（
国
直
）

前
田 

葉
瑠
菜
さ
ん
（
奄
美
市
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

畑
島 

健け
ん
せ
い清

さ
ん

（
保
護
者

　
航 

・
莉
香
／
大
和
浜
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

宮
原 

善
義 

様
（
90
歳
・
名
音
）

西
　
和
昭 

様
（
59
歳
・
大
棚
）

榮
　
ツ
ヤ 

様
（
94
歳
・
思
勝
）

叶
　
勝
男 

様
（
89
歳
・
大
金
久
）

川
畑 

良
市 

様
（
92
歳
・
名
音
）

宮
田 

益
慶 

様
（
74
歳
・
今
里
）

山
根 

由
利
子 

様
（
59
歳
・
名
音
）

香
典
返
し

　
　（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

宮
田 

イ
サ
子 

様
（
故 

宮
田
益
慶
様
）

山
根 

広
久 

様
（
故 

山
根
由
利
子
様
）

川
畑 

力
三 

様
（
故 

川
畑
良
市
様
）

梅
畑 

茂
和 

様
（
故 

梅
畑
美
子
様
）

福
原 

せ
つ
み 

様
（
故 

福
原
鐵
二
様
）

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

原
田 

朋
和 

様
（
福
岡
県
）

藤
本 

勝 

様
（
神
奈
川
県
）

竹
村 

智
之 

様
（
東
京
都
）

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

　
　
　
寄
附
者
様

　
35
名

　
　

父 拓三さん　

母 りりあさん（湯湾釜）

保護者からのコメント

「おてんばで、お兄ちゃんたちに追いか

けられるのが大好きな依茉ちゃん！　

元気にすくすく大きくなってね！！」

さん上村 依
え ま

茉 

Children are Precious

  H
ap

py 1st Birthday  1
さ

い 
おめでと

う

1 さい おめでとう

Happy 1st Birthday

1
歳
お
め
で
と
う

大和村長のフォトダイアリー
　大和村では、タンカン

の収穫も終わり、季節の

変わり目を感じながら

日々を過ごしておりま

す。2 月半ばには、役場

から大棚までの車窓か

ら、真っ白なスモモの花

が見え隠れする光景が見られました。申し分ない開花状況

に、今年こそはとスモモの豊作に大きな期待を寄せている

ところです。

　大和村では長きにわたり「果樹の村」の名のもと農家の

皆さんがスモモをはじめとする果樹栽培に励まれています。

果樹農家のさらなる支援として、助成制度を 4 月から拡充

する予定にしております。この助成を利用して収穫まで適

切な管理をしていただければと思います。豊作となりスモ

モ産地の復活となることを願っています。

  さて、「新型コロナウイルス感染」も少しは落ち着きをみ

せておりますが、今後も継続して対策をとることが大事で

す。引続き、感染防止対策にご協力ください。

ロードキル
ストップ

今年  7 件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ
横断中

2022 年 3月 17日現在

不明・その他　24 件

アマミノクロウサギの死体を見つけたら
下記に連絡をお願いします。

奄美野生生物保護センター　
　　　電話　0997-55-8620

国立公園内での行為について 
～国立公園内での開発行為等については，手続きが必要です～  

奄美群島地域は，自然の風景地を保護し，その利用促進を図り，国民・県民の保健・休養・教化に資
するとともに，生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。 
国立公園内では，優れた風景地を保護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制されてい

ます。国立公園内において，次のような開発行為等を行う場合は，事前に国や県への許可申請・届出の
手続きが，必要となります。  
○  手続きの必要な行為（一例） 

 
 
 

①工作物（建築物を含む）の新改増築 
②木竹の伐採 
③鉱物や土石の採取 
④広告物の掲出 
⑤野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄物

等） 
⑥開墾・土地の形状変更 
⑦屋根・壁面の色彩の変更

⑧指定動物の採取 など 

  特別地域の規制に加えて

①木竹の損傷 
②木竹の植栽 
③家畜放牧 
④野外での物の集積・貯蔵 
⑤火入れ・たき火 
⑥動植物の捕獲殺傷等

⑦落葉・落枝の採取

など 

第２

種 
特別 
地域 

 

第３種 
特 

 

     
 ①一定規模以上の工作物の新改増築 

（建築物高さ 13m又は延面積 1000㎡，鉄
塔高さ 30m，送水管長さ 70mなど） 
②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出 
④土地の形状変更 

など 

  ①工作物の新改増築 
②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出 
④海底の形状変更 
⑤物の係留

（以上漁業に必要なもの除く） 
⑥海面の埋立・干拓       など 

 
○ 許可申請・届出の手続き 
（１）申請・届出の様式 

・様式・必要な添付書類・記載要領については，県のホームページに掲載されています。 
（２） 標準的な処理期間  

・通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く） 
（３） 注意事項 

・行為の種類，規模，公園の種類，地種区分の違いにより手続き等に違いがあること，また，行
為の場所や内容によっては，許可ができない場合もあることから，事前に奄美群島国立公園管
理事務所，徳之島管理官事務所又は大島支庁総務企画課若しくは関係市町村役場に御相談くだ
さい。 

・自分の所有地であっても，国立公園内での行為においては，事前に手続きが必要となります。 
  

○ 違反行為について 
自然公園法の規定に違反しての行為や，無許可での行為等については，罰則が設けられています。 

 
国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について，不明な点がありましたら，下記にお問い合わ

せください。 
 
○お問い合わせ先 
・奄美群島国立公園管理事務所（奄美大島・喜界島・与論島） 電話 ０９９７－５５－８６２０ 
・大島支庁総務企画課 商工観光係 電話 ０９９７－５７－７２１５ 
・行為地の市町村役場  
○許可申請書の提出先 行為地の市町村役場 
○環境省及び県のホームページ（検索方法） 
・環境省ホームページ→日本の国立公園→奄美群島国立公園→概要・計画書 
・鹿児島県庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→一般・県民の方々→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可申請書・届 

 

第１種

特別地域

第２種

特別地域

第３種

特別地域

特

別

保

護

地

区

普

通

地

域

海

域

公

園

地

区写真と共に村長の活動を報告いたします。
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発行・編集 大和村役場企画観光課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2111　FAX 0997-57-2161
mail :k ikaku@vil l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接URL を入力し
てアクセスしてください。
（http://www.vill.yamato.lg.jp）


